
令和７年度  豊郷南小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

豊かな心と健やかな体をもち，主体的・創造的に考え，たくましく生きる児童を育成する。 

 ・仲よく助け合う子     ・・・やさしく   ＜徳＞ 

・よく考え進んで学ぶ子  ・・・かしこく   ＜知＞ 

・元気でやりぬく子     ・・・たくましく   ＜体＞ 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

(1) 明るく活力のある学校 

明るい挨拶が交わされ，児童主体の楽しい学習や学校行事が行われている学校，児童一人一人の居場所があり，夢や目

標の実現に向けて努力しようとする意欲にあふれる学校を目指す。 

(2) 学びのある学校 

   教師と児童が学習活動のねらいを共有し，その達成を目指した授業の中で，「分かった」「できた」と達成感や成就感を味

わうとともに，「もっと学びたい，できるようになりたい」と感じられる，学びのある学校を目指す。 

(3) 子供たちを学ばせてよかったと思える学校 

   共に学び，遊べる友達と，親切で頼りになる先生がいる学校，保護者の思いや願い，地域の期待を受け止め，子供たちの

成長の姿が実感できる学校を目指す。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1) 学習履歴をはじめとする様々な教育データの活用や学習習慣の確立，分かる授業の実現により「知識及び技能」「思考力，

判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性」の育成を目指す。 

(2) 「主体的・対話的で深い学び」の実現や一人一台端末の効果的な活用を踏まえた個別最適な学びと協働的な学びの一体的

実現に努める。 

(3) 教科等横断的な学習や探究的な学習を積極的に実施し，カリキュラム・マネジメントの充実に努める。 

(4) 児童の人権を尊重し，一人一人のよさや成長を認め励ます教育を推進することで，自己肯定感や思いやりの心の育成を目

指す。 

(5) 児童理解を心掛け，いじめや不登校を生まない学級経営に努める。いじめや不登校が発生した場合には組織的な対応を行

い，早期解決につなげるよう努力する。 

(6) 健康で安全な生活が送れるよう健康教育と安全教育の充実を図り，健康でたくましい体を育む教育の推進に努める。 

○(7) 地域学校園小中一貫教育の推進と地域協議会等地域諸団体との連携・協力により，「地域とともにある学校」の実現を目

指す。 

(8) 学校における働き方改革を推進するとともに，教育公務員としての使命と職責を自覚し，相互に学び合い高め合える同僚

性の構築と，教職員の資質・能力の向上を目指す。 

 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

(1) 教育関係法規や新学習指導要領及び県・市の教育行政の方針等を踏まえる。 

(2) 家庭や地域との連携・協力や教科等横断的な視点（学習の基盤となる言語能力の育成：根拠を基に論理的に思考し，考え

を適切に伝えることができるようにするための指導の工夫）を取り入れた「社会に開かれた教育課程」の編成とカリキュラム・

マネジメントの充実に努める。 

(3) 持続可能な社会の創り手となるよう，児童が自分のよさや可能性に気付き自己肯定感を育むことができるよう工夫する。 

 

 

 

 

 

【陽北地域学校園教育ビジョン】  学び合い 認め合い 高め合う 陽北地域学校園 

                  ～ 人と人との豊かなかかわりをとおして ～ 



５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営  

 

 

 

・ＰＴＡ・魅力ある学校づくり地域協議会との連携   ・家庭学習の充実 

   ・地域の教育資源を生かした学習活動の充実   ・いじめ対策の公表等の積極的な情報発信 

・教職員の同僚性の構築 

 

（２）学習指導  

 

 

 

 

・学業指導・キャリア教育の充実   ・「主体的・対話的で深い学び」を通した表現力の育成 

・コミュニケーション能力の育成   ・宮っ子「夢」教室の実施 

・キャリア・パスポートを用いた指導の工夫   ・学習態度や学習技能の習得 

・授業の工夫（めあて，振り返り，板書）   ・各種学力調査等の結果分析を踏まえた指導・工夫の改善の公表 

・教員の指導力の向上（算数科の指導を中心とした授業研究）   ・デジタル・シティズンシップ教育の充実 

・GIGAスクール構想の実現 

 

（３）児童生徒指導 

 

 

 

・縦割り班活動の推進   ・あいさつ運動の充実   ・定期教育相談の実施   ・人権教育の充実 

・心に響く道徳授業の実践   ・居がいのある学校づくりの推進   ・チャレンジ学級との交流 

・インクルーシブ教育の推進   ・いじめゼロ週間の実施 

 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 

 

 

 

・健康教育と安全教育の充実   ・サーキットトレーニングによる体力の向上 

   ・新体力テストを活用し，主体的に運動に取り組む態度の育成   ・交通ルールや災害，不審者への対応 

   ・栄養教諭を中心とした食育の充実   ・危機を予測し命を守る行動力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・確かな学力を育む学習指導の充実   …かしこさプロジェクト 

宇都宮モデル（はっきり・じっくり・すっきり）各過程の指導の質的向上 

〇家庭学習の充実（学校園で家庭学習強化週間の時期を合わせる） 

・自己肯定感を高める指導の充実    …やさしさプロジェクト 

〇互いのよさを認め合い，共に伸びる喜びを味わえる集団づくり 

・健康でたくましい児童の育成を目指した健康教育と安全教育の充実  …たくましさプロジェクト 

〇運動に親しもうとする態度や能力の育成（外遊び，運動に親しむ時間の確保） 

・合言葉「やさしく かしこく たくましく 笑顔あふれる 豊南小」にふさわしい児童の育成 

重点目標を具現化するための協働的なチーム作り → みなみんプロジェクト 



６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 
方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

「私は，学習課題を解決する

ために，友達と話し合ったり，

必要な情報を集めたりしなが

ら，じっくり考え，進んで学

習に取り組んでいる。」におけ

る肯定的回答 

⇒児 童 ９０％以上 

⇒教職員 ９０％以上 

①「基礎・基本の定着」を図るため，

学習に関する基本的な行動様式（豊

郷南小「授業への取り組み方」）につ

いて共通認識をもち，学年の発達の

段階や実態に応じた指導を行うと

ともに，授業において児童が積極的

に発言し，一人一人の意見を大切に

し合える雰囲気づくりに努める。 

②「主体的・対話的な学習」を実践す

るため読解力・表現力の育成に向

け，めあての明確化・振り返りの時

間の確保・学習課題に沿ったまと

め・ＡＩドリルの積極的な活用を意

識した授業を行う。 

○③「家庭学習の習慣化」を図るため，

家庭学習強化週間を設定する。ま

た，懇談会の場を用いたり学年だよ

りを通したりして保護者と連携・協

力する。 

 

Ａ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ８９．１％（９０．４％） 

教職員 ８８．２％（９１．４％） 

いずれも数値指標をやや下回っている。 

 

【次年度の方針】 

昨年度と同様に，めあての明確化や振り

返りの工夫等，授業で実践することがで

きたが，数値指標を達成することはでき

なかった。 

②については，授業の中で話合い活動を

増やし，学習課題を解決していけるよう

にする。 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

「私は，誰に対しても，思い

やりの心をもって優しく接し

ている。」における肯定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒教職員 ８５％以上 

 

 

①心に響く道徳教育の実践として，体

験活動と関連を図った道徳科の授

業等を実施し，生命や人権を尊重す

る心，人を思いやる心などを涵養す

る。 

○②児童会活動や清掃における縦割

り班活動を通して，相手の立場を考

えて思いやる心を育む。 

③引き続き「宮っ子心の教育表彰」を活

用し，児童のよさや努力等を積極的

に認め励ます教育に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ９２．４％（９０．７％） 

教職員 ９７．１％（９７．１％） 

いずれも数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していく。 

児童会などは，より子供の主体性のある

活動にしていけるようにする。 

 

Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

「私は，目標に向かってあき

らめずに，粘り強く取り組ん

でいる。」における肯定的回

答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒教職員 ８５％以上 

①体育科をはじめとする授業の各種

検定等において，児童が目標をもっ

て取り組む機会を設けるとともに，

目標の達成に向けて努力している

児童を称賛する。 

②道徳科の授業やキャリア教育と関

連付け，目標をもって粘り強く取り

組むことの大切さに気付かせ，実践

意欲を高める。 

③児童が認め合う場を数多く設ける

とともに，教職員が認め励ます指導

に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ９０．１％（９１．６％） 

教職員 ９４．１％（９７．１％） 

いずれも数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

②を継続して実施していく。 

①については，子どもたち自身で目標を

立てて学習に取り組む機会を増やして

いく。③については，子供同士または教

師からの称賛の場を多く設けられるよ

うに努めていく。 

 



１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

「私は，健康や安全に気を付

けて生活している。」における

肯定的回答 

⇒児童  ８５％以上 

⇒保護者 ８５％以上 

①健康に気を付けて自ら健康管理で

きるよう，学級活動，体育，学校行

事と関連を図った保健指導や日常

の生活指導を行うとともに，養護教

諭と担任による体育（保健）の授業

や保健だより・食育だよりによる健

康についての啓発活動を継続して

行う。 

②栄養教諭と担任が連携し，学校給食

と各教科や特別活動の関連を図っ

た，栄養バランスのとれた食事や望

ましい食習慣に関する指導を継続

して行う。 

③危機を予測し命を守る行動力を育

成するため，日常指導における安全

教育を充実させるとともに，学校行

事として交通安全教室，避難訓練等

を計画的に実施する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ９２．６％（９２．９％） 

保護者 ９２．２％（８７．３％） 

いずれも数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していく。 
 

１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

「私は，自分の良さや考えを

生かしたり，周りと協力し合

ったりして，進んで生活をよ

りよくしようとしている。」に

おける肯定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒教職員 ８５％以上 

①「分かる授業，楽しい学校行事，

良好な人間関係醸成」の実施に努

める。 

②児童会活動において，児童の主体

的な活動を重視するとともに，「な

かよしタイム」等の縦割り班活動

を実施し交流を深める。 

③児童が自己有用感を高められるよ

う，授業の中で発表したり係活動

等を通して誰かに貢献したりする

場面を設定し，小さな努力の積み

重ねや活躍の状況等を，積極的に

認め励ます指導を継続する。ま

た，児童が互いのよさを認め合う

場面を設定し，一人一人に達成感

を感じさせるとともに，活動への

意欲と自信を育てる。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ８９．３％（８８．０％） 

教職員 ９４．１％（８８．６％） 

いずれも数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していく。 

②については，ハートフル活動を軸に，

互いの良さを認め合う機会を多く設け

る。 

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

「私は，外国語活動(英語）の

授業や ALT との交流の際に，

英語を使ってコミュニケーシ

ョンしている。」における肯定

的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒教職員 ８５％以上 

①ＡＬＴとの日常的な交流を通じて，

言語や文化について理解を深め，積

極的にコミュニケーションを図ろ

うとする態度を育成する。 

②ＡＬＴと連携し，外国語科・外国語

活動において，授業の始まりのあい

さつの型を決めて全学年で共有し

たり，英語のやりとりを中心とする

授業を行ったりするとともに，校内

研修を充実させ，指導力の向上を図

る。 

 

Ａ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ８１．４％（８４．７％） 

教職員 ９７．１％（９７．１％） 

児童の肯定的回答数値が指標を下回っ

ている。 

 

【次年度の方針】 

ＡＬＴや教師等と子供たち，ＡＬＴと全

体，子供たち同士の英語でのやりとりの

機会を増やし，英語への関心を高めてい

く。 

英語でのやりとりの型を決めて，児童が

安心して英語が話せるようにする。 

 



Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

「私は，宇都宮の良さを知っ

ている。」における肯定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒教職員 ８５％以上 

①生活科，社会科，総合的な学習の 

時間等と関連させながら調べ学習

（校外学習）を実施し，豊郷地域や宇  

都宮市のよさに気付く指導に努め

る。 また，宇都宮学では一人一台

端末を用いた調べ学習やレポート

作りなどをより充実させる。 

②家庭での学習を通して，市の地理や

歴史，文化，産業等について理解を

深める。 

③図書室に備えてある市に関する図

書コーナーを積極的に活用したり，

給食時に地域の食材を放送で紹介

したりするなどして，興味関心を高

めていく。 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ８４．４％（８６．０％） 

教職員 １００．０％（８５．７％） 

児童の肯定的回答数値が指標をやや下

回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していく。 
 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

「私は，パソコンや図書等を

学習に活用している。」におけ

る肯定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒教職員 ８５％以上 

①ＧＩＧＡスクール構想と関連付け，

教員が授業等で積極的にＩＣＴ機

器を活用するとともに，一人一台端

末を用いた，調べ学習や繰り返しド

リルに取り組ませる。また，児童の

発達の段階に合わせて情報モラル

に関する授業，ＩＣＴ操作スキルを

育成する授業を行い，児童のＩＣＴ

機器活用能力を高める。 

②一人一台端末を用いた，家庭学習 

につながる宿題等を充実させられ

るよう研究していく。 

③学校図書館の利用を推進し，調べ 

学習等を通した情報活用能力の育

成を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ８４．４％（８７．０％） 

教職員 ９１．２％（９７．１％） 

児童の肯定的回答数値が指標をやや下

回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していくとと

もに，学年の発達段階に応じた効果的な

ICTの活用に努める。 

情報モラルに関する活用の仕方を日常

的に指導し，情報活用能力の育成を図

る。 

 

２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

『私は，「持続可能な社会」に

ついて，関心をもっている。』

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０％以上 

⇒教職員 ８０％以上 

①総合的な学習の時間や理科，社会科

等における環境やエネルギー，防災

等に関する学習を通して，教科等横

断的な視点で環境問題や防災への

関心を高める。 

②各学級を中心に，児童が日常生活で

行っているごみの分別や節電，節水

が「ＳＤＧｓ」や「持続可能な社会」

に関係していることを場に応じ繰

り返し伝えていく。 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ９０．１％（８８．７％） 

教職員 ７９．４％（８２．９％） 

教職員の肯定的回答数値が指標をやや

下回っている。 

 

【次年度の方針】 

各学年の発達に応じて，食品ロスやエネ

ルギーに関する身近な問題を扱うこと

を中心に，次年度も①，②を継続して実

施していく。 
 

３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

「教職員は，特別な支援を必

要とする児童（生徒）の実態

に応じて，適切な支援をして

いる。」における肯定的回答 

⇒教職員 ８５％以上 

①特別な支援を必要とする児童につ

いて共通理解を図り，一人一人のニ

ーズを踏まえた支援を組織的に行

う。 

②校内支援委員会やケース会議等で

具体的な指導目標や指導の手立て

を設定し，かがやきルームや特別支

援学級における支援・指導の充実を

図る。 

③必要に応じて外部機関との連携を

深め，個々の実態に応じた支援の充

実に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

教職員 １００．０％（９７．１％） 

数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していく。 

①については，事例を基にした情報提供

の充実化を図る。 



３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

「先生方は，いじめが許され

ないことを熱心に指導してく

れる。」における肯定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒保護者 ８５％以上 

①学級活動や道徳科の授業等を通し

て，人を思いやることや人権を尊重

することの大切さを指導するとと

もに，いじめが許されない行為であ

ることを繰り返し指導する。 

②児童会が主体となり，「人権標語コ

ンクール」や「いじめゼロ運動」等

に児童主体で取り組めるよう支援

し，望ましい児童集団の育成に努め

る。 

③いじめの早期発見や早期解消にお

いては，教職員全員が，学校全体で

取り組むという認識の下，定期的に

アンケートや教育相談等による情

報収集を行うとともに，「豊南小い

じめ防止基本方針」に基づく組織的

な対応により，保護者の理解協力も

得ながらいじめの早期発見，早期解

消を図る。また，このような学校の

取組や児童の頑張りを学年だより

「ハートフル豊南」欄等を通して積

極的に情報発信する。さらに，学級

懇談会や個人懇談において情報を

共有することで保護者との連携強

化を図る。 

 

Ａ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ９６．７％（９６．８％） 

保護者 ７８．０％（７４．５％） 

保護者の肯定的回答数値が指標を下回

っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していく。 

③については，学級懇談会や個人懇談に

おいて，いじめに関する指導や学級運

営，組織的な対応について情報を積極的

な周知を図る。また，個人懇談において

児童の交友関係について情報を共有し，

保護者との連携強化を図る。 

Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

「先生方は，一人一人を大切

にし，児童（生徒）がともに

認め励まし合うクラスをつく

ってくれている。」における肯

定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒教職員 ８５％以上 

①授業や朝の会・帰りの会等の様々な

活動を通して，教職員が児童のよさ

や努力を認め励ます指導を行うと

ともに，児童同士が認め合う学級経

営に努める。 

②教育相談，アンケート，Ｑ－Ｕ調査

等を活用し不適応傾向や不登校傾

向の児童の早期発見と不登校傾向

の児童に係る情報共有を図り，組織

的に対応する。 

③教育相談やアンケート等の時期を

調整し，児童の心のケアを行えるよ

うに努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ９７．２％（９６．６％） 

教職員 １００．０％（９７．１％） 

いずれも数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していく。 

家庭とのコミュニケーションを密に行

い，連携強化を図る。 

３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

【数値指標】 

「先生方は，困ったときに相

談に乗ってくれたり，問題を

解決しようとしたりして，私

たちが楽しく学校生活を送れ

るようにしている。」における

肯定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒保護者 ８５％以上 

①日常的に児童が相談しやすい雰囲

気や関係づくりに努めるとともに，

担任だけでなく，学校の誰にでも相

談できる体制づくりを進める。ま

た，ゆとりをもって相談できる環境

づくり（時間の確保）にも努める。 

②児童が，互いの国籍や文化の違い等

を認め合い尊重しながら生活でき

るよう，日常的な指導に努める。ま

た，道徳科や外国語活動，外国語科

等を主とし，あらゆる教育活動を通

して外国の文化の尊重や多様性を

大切にする心情を育てる。 

③外国人児童の実態や家庭環境に応

じた日本語指導教師の活用を行う。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ９５．６％（９６．０％） 

保護者 ８９．４％（８８．０％） 

いずれも数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していく。 

学級懇談会，個人懇談において相談をし

やすい環境を整え，保護者との連携も図

るようにする。 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 



４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

「先生方の授業は分かりやす

く，一人一人に丁寧に教えて

くれる。」における肯定的回

答 

⇒児 童 ８５％以上 

①引き続き，豊郷南小学校「教え方の

ポイント」を踏まえた分かる授業の

展開や，児童の思考の流れに沿った

構造的な板書を行うとともに，児童

の状況を踏まえ，よさを積極的に見

付け褒める指導に努める。 

②児童の状況に配慮した習熟度別学

習やＴ・Ｔなどを計画的に取り入

れ，指導を行う。 

③研究主題を「主体的・対話的な学習

を通してよりよく生きる児童を育

む道徳教育」として，「主体的・対話

的な学習」の実現に向けて校内研究

授業等を実施し，教員の指導力向上

を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ９７．９％（９６．５％） 

数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③を継続して実施していく。今

年度の成果を生かし，次年度も一人一人

を大切にし，引き続き取り組んでい 

く。 

４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

「学校に関わる職員全員がチ

ームとなり，協力して業務に

取り組んでいる。」における肯

定的回答 

⇒教職員 ８５％以上 

①学校の諸課題への対応や学校行事

の準備・運営等に，教職員が協力し

て取り組むよう努める。 

②教職員の得意分野や持ち味が生き

る組織運営に努めるとともに，困難

を感じる業務について気軽に相談

したり，助け合ったりする雰囲気を

大切にする。校務分掌や出授業の中

で互いの得意分野を生かし，学年会

やみなみんプロジェクト等で情報

交換を行い，「風通しのよい・働き甲

斐のある職場」づくりに努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

教職員 ９７．１％（９７．１％） 

数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

引き続き，学校の諸課題への対応や学校

行事の準備・運営等に，教職員が協力し

て取り組むよう努める。また，今後も教

職員の得意分野や持ち味が生きる組織

運営に努めるとともに，ベテラン・若手

双方の意見を反映できる定期的な学年

会などを活用して「風通しの良い・働き

甲斐のある職場」づくりに努める。 

 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

「私は，教職員の勤務時間を

意識して，業務の効率化に取

り組んでいる。」における肯定

的回答 

⇒教職員 ８５％以上 

①教職員一人一人が，勤務時間を意識

し，業務の効率的な実施や計画的な

処理に努める。 

②行事内容の実施方法の改善・工夫・

縮小を検討し，特に負担の大きい行

事については，校務分掌の複数の担

当者が分担し合うなどの工夫をす

る。 

③会議や打ち合わせの終了時刻や会

議内容の精選，ペーパーレス化をさ

らに推進するなど，業務の効率化を

図る。 

④日課を工夫したりリフレッシュデ

ーを実施したりすることで，教職員

の放課後の時間を確保し，教職員一

人一人が勤務時間を意識し，業務の

効率的な実施や計画的な処理に努

める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

教職員 ９１．２％（８５．７％） 

数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①については，電話自動音声対応への切

り替えを勤務時間内で設定することに

より，勤務時間を意識して業務を行って

いく。 

②については，行事内容を精選しスリム

化を行った。引き続き行事内容の反省を

活かしながら定期的に見直しを行って

いく。 

③については，毎週の打ち合わせに

Google ドキュメントを活用したり，ワ

ークフローを活用したペーパーレス化

を推進したりするなど，業務の効率化を

図る。 

 



５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

「学校は，地域学校園の小学

生や中学生，先生と，授業や

行事，掲示物などで交流する

活動を行っている。」における

肯定的回答 

⇒保護者  ８５％以上 

⇒地域住民 ８５％以上 

①中学校と連携して，あいさつ運動や

進学先中学校訪問を実施するとと

もに，地域学校園の教科・専門部会

の目的を明確にして効果的に実施

する。 

②学校ＨＰ・学校だよりや学年だより

等で小中一貫教育・地域学校園の活

動について情報を発信する。 

③中学校からの乗り入れ授業（６年

生）について，学校園内で検討し充

実させる。 

 

Ａ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

保護者  ７９．３％（７８．０％） 

地域住民 ８８・９％（１００．０％） 

保護者の肯定的回答数値が指標を下回

っている。 

 

【次年度の方針】 

①については，中学校と連携して，あい

さつ運動や家庭学習強化週間を計画的

に実施し，保護者に協力を依頼するとと

もに，啓発に努める。 

②については、引き続き学校 HP で情報

を発信し，学校だよりに学校ＨＰのＵＲ

ＬやＱＲコードの掲載を徹底する。 

 

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

【数値指標】 

「学校は，家庭・地域・企業

等と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図って

いる。」における肯定的回答 

⇒保護者  ８５％以上 

⇒地域住民 ８５％以上 

①豊郷南小学校地域協議会を開催し，

学校と家庭・地域が連携協力して行

う取組や学校の教育活動への支援・

協力について協議する。 

②「見守り隊」や学校支援ボランティ

アを有効に活用し，登下校や校外学

習時の安全確保，読み聞かせや授業

への支援などへの協力を得る。ま

た，連携協力している様子の周知に

努める。 

③学校だよりや学年だより，学校ＨＰ

等で，家庭・地域等と連携・協力し

た取組について積極的に情報を発

信する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

保護者  ８５．３％（８７．５％） 

地域住民 ９０．０％（９０．０％） 

いずれも数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①については，継続して取り組んでい

く。 

②については，オープンスクールに合わ

せて，ボランティア感謝の会を開いた

り，出前授業や宮っ子夢教室を行ったり

するなど，引き続き各方面と連携協力し

ていく。 

③については，学校だよりや学年だより

に，学校の取り組みを記載する。 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

「学校は，利用する人の安全

に配慮した環境づくりに努め

ている。」における肯定的回答 

⇒教職員 ８５％以上 

⇒保護者 ８０％以上 

①教室，特別教室，廊下，体育館，校

庭など，教職員全員による安全点検

を毎月１回実施するほか，学校行事

の前後や災害時など臨時の安全点

検を行い，危険個所について迅速な

改善・修繕に努める。 

②危機管理マニュアルを整備すると

ともに，令和６年度の内容見直しを

踏まえた避難訓練や引き渡し訓練

等を通して，火事，地震，竜巻，不

審者侵入等の事態に対応できるよ

うに指導を継続する。 

③熱中症予防のため，運動会の練習や

体育の授業において，引き続き，こ

まめな水分補給や日陰での休憩を

行う。また，身体安全に向けた日常

の健康管理や把握を行う。更に，感

染症等の状況を注視しながら，予防

のために手洗い・うがい，換気等を

継続指導する。 

④学校全体で「豊南小１０のきまり」

を徹底し，安全を意識した学校生活

が送れるように指導する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

教職員 ９７．１％（９７．１％） 

保護者 ８３．８％（８６．６％） 

いずれも数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②，③，➃を継続して実施していく。 



６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

「私は，授業（授業準備を含

む）や業務に，デジタル※を

積極的に活用している。」にお

ける肯定的回答 

⇒教職員 ８５％以上 

 

①児童がタブレットや情報通信ネッ

トワークなどの情報手段に親しみ，

適切に活用する力を育成できるよ

う，積極的にＩＣＴ機器を活用す

る。 

②一人一台端末の効果的な活用法に

ついて教職員が校内研修で検討し，

よりよい指導法について共有する。 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

教職員 ９７．１％（９７．１％） 

数値指標を上回っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②を継続して実施していく。 
 

小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

「私は，時と場に応じたあい

さつをしている。」における肯

定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒教職員 ８５％以上 

⇒保護者 ８５％以上 

○①児童会を中心としたあいさつ運

動を定期的に実践するとともに，児

童会と陽北中学校生徒会による「あ

いさつ運動」を今年度も実施する。

また，あいさつを校外（地域の方）

にも向け，児童主体の活動を推進す

る。 

②心のこもったあいさつや，その場に

ふさわしい言葉遣いができるよう，

学年の発達の段階に応じて指導を

行うとともに，家庭での指導を保護

者に働きかける。 

○③あいさつ運動の様子を学校だよ

りや本校ホームページ，学年だよ

り，懇談会等で発信し，保護者をは

じめとする地域の方々に伝え，連携

を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ８５．０％（９１．４％） 

教職員 ８２．４％（９４．３％） 

保護者 ８０．６％（８２．３％） 

教職員・保護者の肯定的回答数値が指標

を下回っている。 

 

【次年度の方針】 

主な取り組みは来年度も継続して実施

し，学校でのあいさつに関する活動等を

家庭でも継続して行うことが出来るよ

う指導を行うとともに，さらに家庭での

指導を保護者に働きかける。 

Ｂ２ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活

をしている。 
【数値指標】 

「私は，きまりやマナーを守

って，生活をしている。」

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒教職員 ８５％以上 

⇒保護者 ８５％以上 

 

①引き続き「豊郷南小学校での生活」

「豊南小１０のきまり」に基づく全

校共通理解の下，発達の段階に応じ

て指導にあたり，基本的生活習慣の

定着を図る。 

○②きまりやマナーを守って行動し

ていることを児童が認め合う場や

教職員が称賛する機会を数多く設

け，児童に意識付けしながら実践意

欲を高める。 

 

Ａ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ９３．１％（９２．８％） 

教職員 ８２．４％（８８．６％） 

保護者 ８７．８％（８８．５％） 

教職員の肯定的回答数値が指標を下回

っている。 

 

【次年度の方針】 

①，②を継続して実施していく。 

「豊南小１０のきまり」を重点的に指導

していく。また，一部学年担任制を実施

し，教職員同士で共通理解を図り，組織

的に統一した指導を行えるよう努める。 

 

Ｂ３ 児童は，進んで運動を

している。 

【数値指標】 

「私は，進んで運動をしてい 

る。」における肯定的回答 

⇒児 童 ８５％以上 

⇒保護者 ８０％以上 

○①学習カードの工夫やスモールス

テップでの目標設定などを工夫し

たり，サーキット運動を取り入れて

基礎的な体力向上を図ったりして，

教科体育の充実に努める。また，楽

しさと運動量のある体育の授業実

践に努める。 

②ドッジボール大会や長縄集会等を

行い，楽しく体力向上への意欲や技

能を高める。 

③雨天時以外では，外遊びを奨励する

とともに，縄跳びの練習台など設置

し，児童が運動に親しめる環境を整

える。さらに，長期休業中に家庭で

取り組めるような学習カードを用

意し，家庭での運動量増加を図る。 

 

Ａ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ８４．７％（８５．９％） 

保護者 ７４．０％（７７．２％） 

いずれも数値指標を下回っている。 

 

【次年度の方針】 

宇都宮元気っ子チャレンジの啓発を保

護者に図り，家庭での運動の習慣がつく

ようにする。 

体育の授業等では，学習カードを用い

て，目標をもって活動に取り組むことが

出来るようにする。 



 

Ｂ４ 児童は，進んで読書を

している。 

【数値指標】 

「私は，進んで読書をしてい 

る。」における肯定的回答 

⇒児 童 ８０％以上 

⇒保護者 ８０％以上 

 

○①各学年の授業内容に関連した図

書を充実させ，地域学校園内の各

校，市立図書館とも連携しながら学

校図書館の環境整備に努める。 

②朝の読書タイムや読み聞かせの充

実，積極的な図書室の利用，図書だ

よりの発行などを通して児童の読

書意欲を喚起する。また，「家読」の

取組について実践例を保護者に紹

介するなどし，家庭での読書の習慣

を図り，児童が読書に親しみ活用で

きる姿勢を育てる。 

③各種たよりを通して学校での取組

みや読書の様子を発信し，家庭との

連携・協力を図れるようにする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

肯定的回答率 今年度（昨年度） 

児童  ７８．３％（７７．８％） 

保護者 ６１．５％（５８．８％） 

いずれも数値指標を下回っている。 

 

【次年度の方針】 

数値は数値指標を下回っているものの，

肯定的な回答は増加傾向にあるため，主

な取り組みを継続して実施していく。 

今後も，各種たよりを通して，学校での

読書の様子を発信していくようにする。 

 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・保護者・児童ともに肯定的回答率が８５％を超えている項目は次のとおりであり，継続していく。 

１ A２「児童は思いやりの心をもっている」 保護者９２．３％ 児童９２．４％ 

 学校では，児童会における縦割り班活動，登校班や清掃時における上級生のサポート，道徳教育を通した思いやる心の

育成に取り組んでいる。引き続き実践する。 

２ A４「児童は健康や安全に気を付けて生活している」 保護者９２．２％ 児童９２．６％ 

 上級生による「とよなんの安全を見守り隊」，食育，登下校の安全指導，地震・火災の発生や不審者の侵入を想定した避

難訓練，交通安全教室による安全指導に取り組んだ。今後も危機を予測する力の向上に取り組む。 

３ A１２「教職員は，不登校を生まない学級経営を行っている」 保護者９０．４％ 児童９７．２％ 

 朝の会や帰りの会などで，その日の児童の行いのよさや努力を紹介したり，児童同士でよさを伝え合ったりする活動を

行った。また，教職員全体で児童指導を行う体制ができてきているため，今後も継続して取り組む。 

４ A１３「学校は，一人一人が大切にされ，活気があり，明るくいきいきとした雰囲気である」 

保護者８９．４％ 児童９５．６％ 

 日常的に児童が相談しやすい雰囲気や，学校の誰にでも相談できる関係づくりを進めてきた。今後も児童が安心して相

談できる環境づくり（時間の確保）にも努め，一人一人が楽しく学校生活を送れるようにしていく。 

５ A１８「学校は，家庭・地域・企業等と連携・協力して，教育活動や学校運営の充実を図っている」 

保護者８５．３％ 児童９１．４％ 

家庭や地域，企業に協力いただいたり，地域人材を生かした授業を実施したりすることで，教育活動の充実を図ること

ができた。引き続き充実させていきたい。 

○６ B２「児童は，きまりやマナーを守って，生活をしている」 保護者８７．８％ 児童９３．１％ 

 「豊南小のきまり」を教室に掲示したり，「とよなんの安全を見守り隊」活動を推進したりするなど，学校全体で指導す

ることで，きまりやマナーを守って生活しようと意識する児童が増えた。今後も継続して指導していく。 

 

・保護者・児童の肯定的回答率が８０％に達しなかったものがある項目は次のとおりである。 

１ A７「児童は，宇都宮の良さを知っている」 保護者７１．６％ 児童８４．４％ 

 宇都宮学等ではタブレットを用いた学習をより充実させたり，図書室に備えてある市に関する図書コーナーを積極的に

活用させたりして市の歴史や文化，産業等について理解を深める。給食時には地域の食材を放送で紹介するなどして興味

関心を高められるようにする。また，生活科や総合的な学習の時間では，保護者や地域住民に地域の様子を聞き取る活動

などを通して，児童の学習に生かす。 

２ B３「児童は進んで運動をしている」 保護者７４．０％ 児童８４．７％ 

 体育の時間にサーキット運動を取り入れ，基礎的な体力向上を図るとともに，楽しさと運動量のある体育の授業実践に

努める。家庭でも運動に取り組めるように，長期休業中の学習カードを用意して運動量増加を図る。また，発達段階に応

じて保護者とともにできる運動を紹介・例示するようにする。 

３ B４「児童は進んで読書をしている」 保護者６１．５％ 児童７８．３％ 

 朝の読書タイムを充実させたり，地域学校園内の各校や市立図書館とも連携しながら図書室利用を積極的に活用したり

できるようにする。また，「家読」の推奨を継続し，家庭での読書の習慣を図れるようにする。各種たよりを通して，学校

での読書の様子を発信する。 



７ 学校関係者評価 

・今年度，児童の体験活動に協力することができてよかった。ほかにも協力できることがあれば，今後も協力していきた

いと思う。 

・学校はいろいろな取組をしてくれている。これからも体験活動を充実させていくとよいと思う。 

・挨拶は，できている子とできていない子がいる。校内では元気にできている子が多いが，登下校の見守りのときにでき

ていない子が多い。 

 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

【学校経営】 

・全体的に児童は落ち着いて学校生活を送っていて，学校運営が概ね良好に行われている。また，今年度から「一部学年

担任制」を実施し，多面的な視点を基に児童の心身の変化に気付きやすい環境づくりに取り組んでいる。 

○・魅力ある学校づくり地域協議会や地域学校園，地域人材や企業等との連携については，引き続き充実させ，学校運営 

に反映することで，「社会に開かれた教育課程」の実現を目指していきたい。 

・体験的活動を行ったり，出前授業を活用したりして，児童が楽しく学ぶ機会を多く設定することができた。活動の様子

が保護者や地域に伝わるよう，今後も各種たよりや学校ホームページによる情報発信を積極的に行っていく。 

・「教職員全員がチームとなり，協力して業務に取り組んでいる」の項目では，肯定的回答率が９７．１％であった。引き

続き，学校の諸課題への対応や学校行事の準備・運営等に全教職員が協力して取り組み，互いの得意分野を生かしたり話

し合ったりして「風通しのよい・働き甲斐のある職場」づくりに努める。 

 

【学習指導】 

○・児童の学習に関して，引き続き，宇都宮モデル（はっきり・じっくり・すっきり）を基に「確かな学力を育む学習指

導の充実」を推進する。また，地域学校園で家庭学習強化週間の時期を合わせるなど家庭学習の充実を図る。 

・各学力調査について教職員全員で結果の分析を行った。そこから抽出された成果と課題を基に次年度の指導方法の工夫

を行う。特に，「主体的・対話的で深い学び」を通した表現力の育成については次年度も継続して取り組んでいく。 

・高学年児童対象の『宮っ子「夢」教室』では，将来の夢や目標をもつことや働くことにつなげたり，自分の生き方を考 

えたりできるよう，引き続き保護者や地域の関係施設に協力を依頼し，充実させる。 

 

【児童指導】 

・思いやる心に関しては，今後も，児童会における縦割り班活動，登校班，清掃時，「とよなんの安全を見守り隊」などに

おける上級生のサポート，道徳教育を通して育成する。 

・児童の規範意識に関しては，「豊南小１０のきまり」を重点指導項目として継続し，全校共通理解の下，発達の段階に応じ

て指導にあたり，基本的生活習慣の定着を図る。また，児童が自身の生活を振り返られるように指導の工夫をしていく。引

き続き，家庭や地域の協力を得ながら，セルフコントロールする意識を育てていく。 

○・今後も子供たちのよさを認め励ます教育を推進し，児童の自己肯定感を高められるよう支援する。児童が相談しやす

い雰囲気づくりに努めたり，保護者と密に連絡を取り合ったりすることで，児童の思いや保護者の願いなどをくみ取れる

ようにするとともに，学校の誰にでも相談できる体制づくりを進める。 

 

【健康（保健・安全・食育）・体力】 

・危機を予測し命を守る行動力を育成するため，日常指導における安全教育を充実させるとともに，学校行事として交通

安全教室，避難訓練等を計画的に実施する。特に交通安全について，通行量の多い道，狭い道のある学区であることを踏

まえ，今後も重点的に指導する。 

○・教科体育では，準備運動等でサーキット運動を取り入れ，基礎的な体力向上を図る。また，楽しさと運動量のある体育 

の授業実践に努める。さらに家庭でも運動に取り組めるように，長期休業中に学習カードを用意して運動量増加を図ったり， 

発達段階に応じて保護者とともにできる運動を紹介・例示したりする。 

・健康指導・食育については，児童自ら健康管理できるよう，各教科・領域と関連を図った保健指導や日常の生活指導を

行うとともに，養護教諭・栄養教諭と連携し，ＴＴとしての授業参加や「すこやか教室」の実施等を通して児童の健康面

を支援する。 

 

 


